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	応用
	抗原情報
	背景
	多数の有機アニオンの肝胆汁排泄を媒介する。細胞内シスプラチントランスポーターとして機能する可能性がある。ATP結合カセット（ABC）ファミリーに属するATP依存性トランスポーターは、ATPに結合して加水分解し、多くの薬物、毒物、内因性化合物を含む様々な基質の細胞膜を介した能動輸送を可能にする。硫酸抱合体、グルクロン酸抱合体、グルタチオン（GSH）抱合体など、多様な抱合有機アニオンを輸送する。これらの抱合体には、内因性および生体異物基質が含まれる（PubMed:10220572、PubMed:10421658、PubMed:11500505、PubMed:16332456）。モノグルクロン酸抱合ビリルビンおよびビスグルクロン酸抱合ビリルビン分子の肝胆汁排泄を媒介し、ビリルビン解毒において重要な役割を果たします（PubMed:10421658）。また、17β-エストラジオール、17-グルコシドウロン酸、ロイコトリエンC4などのグルクロン酸抱合体の肝胆汁排泄も媒介します（PubMed:11500505）。タウロリトコール酸硫酸塩などの硫酸化胆汁酸塩を輸送します（PubMed:16332456）。アントラサイクリン、ビンカアルカロイド、メトトレキサートなどの様々な抗がん剤や、プロテアーゼ阻害剤などのHIV治療薬を輸送します（PubMed:10220572、PubMed:11500505、PubMed:12441801）。シスプラチン、ドキソルビシン、エピルビシン、メトトレキサート、エトポシド、ビンクリスチンなどのいくつかの抗癌剤に対する耐性を付与します (PubMed:10220572、PubMed:11500505)。
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	HepG2 細胞溶解物中の MRP2 発現のウェスタン ブロット解析。

